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国際預金保険協会（ I ADI ） 2024年 年次コ ンフ ァ レ ンス  

加藤金融担当大臣 挨拶 

2024年11月14日（ 木）  

 

皆様、 おはよ う ございま す。 金融担当大臣の加藤勝信

です。 本日は、 I ADI の年次総会に係る コ ンフ ァ レ ンス の

開催にあたり 、 ご挨拶の機会を 賜り 、 関係者の皆様に厚

く 御礼申し 上げま す。  

 

I ADI の年次総会が日本で開催さ れる のは、2010年以来、

実に14年ぶり ２ 回目のこ と です。 2010年の年次総会では

58ヵ 国・ 地域から 約130名にご参加いただいたと こ ろ、 今

回は83ヵ 国・ 地域から 約260名にご参加いただける と 聞い

ており ま す。 金融シス テムのグロ ーバル化が進む中で、

こ れだけ多数の預金保険機関の方々が一同に会し 、 預金

保険制度や破綻処理制度について対面で意見交換する 機

会を持つこ と は、 大変意義深いこ と と 思いま す。  

日本において今回、 I ADI の年次総会を はじ め、 世界の

預金保険機関にと っ て重要な会合が開催さ れ、 ホス ト 国
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の金融担当大臣と し て多く の皆様を お迎えする こ と がで

き たこ と を大変喜ばし く 思っていま す。  

 

さ て、 預金保険制度は金融セーフ ティ ネッ ト の中核を

なす、 信用秩序の維持に不可欠な制度であり 、 現在では

多く の国や地域で導入さ れていま す。 も っと も 、 その歴

史は比較的新し く 、 世界で初めて預金保険制度が導入さ

れた米国では1933年にFDI C（ 連邦預金保険公社） が設立

さ れていま すが、 日本で預金保険機構が設立さ れたのは

1971年であり 、 ま た、 ほと んど の国や地域では1980年代

以降に制度が導入さ れていま す。  

他方、 多く の国や地域で預金保険制度の導入が進んだ

1990年代になっ ても 、 預金保険制度に関する 国際基準や

ガイ ダンス は存在し ておら ず、 それぞれの国や地域の預

金保険機関が個別に情報・ 知識の交換や国際協力を行っ

ている 状態でし た。  

こ う し た背景の下、 国際的な枠組みを 求める 声が強ま

り 、 預金保険分野における 国際協力の強化を通じ て、 金

融シス テムの安定に貢献する こ と や、 広範な情報共有や
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国際交流、 研究活動を 促すこ と を 目的と し て、 2002年に

I ADI が設立さ れたと 承知し ていま す。設立以降、I ADI は、

預金保険制度の課題や実効性の向上等に関する セミ ナー

の開催、 研究活動を 行う と と も に、 預金保険制度に関す

る 国際的な基準づく り にも 深く 関わっ てこ ら れる など 、

大き な役割を 果たすと と も に、 様々な成果を上げてこ ら

れま し た。  

 

その成果の中で特筆すべき は、 BCBS（ バーゼル銀行監

督委員会） と 共同で作成し 、2009年６ 月に公表さ れた「 実

効的な預金保険制度のためのコ アと なる 諸原則」 、 いわ

ゆる 「 コ ア・ プリ ンシプル」 です。  

「 コ ア・ プリ ンシプル」 は、 2011年にはFSB（ 金融安定

理事会） から 金融シス テムの安定化のために不可欠な国

際基準のひと つと し て認めら れ、 現在、 I MF（ 国際通貨基

金） 、 世界銀行が実施し ている 金融セク タ ー評価プロ グ

ラ ムでも 評価基準と し て利用さ れていま す。  

 

こ の「 コ ア・ プリ ンシプル」 が公表さ れて以降も 、金融
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危機等を 受けて、 破綻処理制度について新し い課題が認

識さ れ、 見直し が行われてき ていま す。  

例えば、 2000年代の世界的な金融危機を踏ま え、 主要

国では、 シス テム上重要な金融機関に関する 破綻処理法

制の整備が行われま し た。 わが国でも 2013年に預金保険

法の改正を行いま し た。  

 

さ ら に、 直近では、 2023年春に発生し た米国でのシリ

コ ンバレ ー銀行等の破綻が、 破綻処理制度に新たな課題

を投げかけま し た。  

シリ コ ンバレ ー銀行等の破綻については、 その後に行

われた分析の結果、以下のよ う な特徴が認めら れま し た。 

第一は、昨今のSNS等のソ ーシャ ルメ ディ アの発達によ

り 、 従来よ り も はる かに容易に幅広い先に対し て情報が

迅速に伝達さ れる よ う になったこ と です。  

第二は、イ ンタ ーネッ ト ・ バンキングの普及によ り 、預

金者は、 金融機関の店頭に足を 運ぶこ と なく 、 預金を 他

行へ移すこ と が容易と なったこ と です。  

こ う し た中で、 現代では、 過去に類を 見ないス ピ ード
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での銀行取付けが生じ 得る こ と が指摘さ れており 、 破綻

処理制度は、こ う し た変化への対応も 求めら れていま す。 

 

さ ら に、 金融市場は、 ク ロ ス ボーダー取引の拡大に伴

い、 局所的な混乱がタ イ ムゾ ーンや通貨を問わず世界中

に伝播し 得る など 、 世界は同時的かつ相互に影響し 合っ

ていま す。 その意味で、 それぞれの国や地域の預金保険

機関間の連携を含め、 規制当局や中央銀行も 含めた金融

セーフティ ネッ ト の関係者によ る 国際的な協調は、近年、

益々重要なも のと なっていま す。  

 

今回の年次総会では、 破綻処理制度を 巡る 状況の変化

に対応する ための「 コ ア・ プリ ンシプル」 の改正案など 、

重要なテーマについて議論がさ れる と 承知し ていま す。  

冒頭にも 申し 上げたと おり 、 今回はこ う し た預金保険

機関が一堂に会する 貴重な機会ですので、 自由闊達な意

見交換が行われ、 世界の金融シス テムの安定に資する 場

と なる こ と を期待し たいと 思いま す。  
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最後に、 こ こ 日本は、 世界的にも 長い歴史を持つ国で

あり 、 様々な伝統文化があり ま すが、 その中で最も ポピ

ュ ラ ーなも のの１ つが「 和食文化」 です。和食は、伝統的

な日本料理であり つつ、 時代毎の要素や環境変化、 時に

は海外の影響など も 取り 入れて進化を 遂げてき ま し た。

古く から の伝統と 現代が融合し 、 新たな価値を 生み出し

ている こ と が、 今日の日本の大き な魅力の１ つです。 本

日のラ ンチや夕食会では、 刺身や寿司と いった和食も 提

供さ れる と 聞いていま すので、 こ う し た日本の魅力を 体

感し ていただき たいと 思いま す。  

 

日本の預金保険機構がこ のよ う な素晴ら し い場を 提供

する こ と と なったこ と を 誇り に思う と 同時に、 本コ ンフ

ァ レ ンス が有意義なも のと なる こ と を 祈念し ま し て、 私

の挨拶と さ せていただき ま す。  

ご清聴、 あり がと う ございま し た。  

（ 以上）  


